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一 般 質 問一 般 質 問 一 問 一 答

と
の
対
話
を
し
た
中
で
解

除
の
手
続
き
に
向
か
っ
て

い
く
。

問　

今
回
の
事
故
で
、
東

京
電
力
は
誰
一
人
、
責
任

を
と
っ
て
い
な
い
が
。

答　

責
任
の
所
掌
を
明
確

に
し
、
責
任
を
と
っ
て
頂

く
よ
う
求
め
て
い
く
。

問　

同
心
円
で
分
断
さ
れ

た
地
域
間
格
差
の
解
消
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

不
合
理
な
扱
い
で
あ

る
と
捉
え
て
お
り
、
今
後

も
本
市
一
体
的
な
取
り
扱

い
を
す
る
よ
う
求
め
て
い

く
。

問　

赤
羽
前
副
大
臣
は
、

線
引
き
や
賠
償
基
準
を
、

今
さ
ら
変
え
る
こ
と
は
出

来
な
い
と
明
言
し
た
が
、

ど
う
捉
え
対
応
す
る
の
か
。

答　

国
が
設
定
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
た
、
地
域

間
格
差
の
責
任
追
及
と
、

格
差
の
解
消
に
向
け
、
今

後
も
要
望
し
て
い
く
。

答　

除
染
作
業
の
同
意
を

得
る
た
め
の
説
明
会
を
開

催
し
て
い
る
。
９
月
中
に

原
町
区
の
石
神
・
太
田
地

区
、
鹿
島
区
の
上
真
野
・

真
野
地
区
を
終
え
る
見
込

み
で
あ
る
。
他
地
区
も
10

月
中
に
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。
今
年
度
後
半
に
集

中
し
て
除
染
を
実
施
す
る

た
め
、
地
元
農
家
で
構
成

す
る
農
地
保
全
復
興
組
合

等
の
協
力
を
得
て
、
今
年

度
内
完
了
を
目
指
し
進
め

て
い
く
。

問　

環
境
省
は
、
旧
警
戒

区
域
の
除
染
に
つ
い
て
、

山
際
と
同
じ
手
法
で
進
め

る
と
平
成
28
年
４
月
の
帰

還
目
標
時
期
に
間
に
合
わ

な
い
た
め
、
簡
素
化
す
る

旨
の
説
明
を
し
た
が
、
言

語
道
断
。
対
応
策
を
伺
う
。

答　

正
式
に
環
境
省
か
ら

通
知
は
な
い
が
、
我
々
と

し
て
は
、
今
後
も
除
染
目

標
数
値
を
変
え
ず
に
行
っ

て
頂
く
よ
う
、
要
望
し
て

い
く
。

問　

住
民
の
帰
還
人
数
の

見
通
し
を
伺
う
。

答　

市
民
意
識
調
査
の
結

果
で
は
、
５
〜
６
千
人
程

度
と
想
定
し
て
い
る
。

問　

本
解
除
の
際
は
、
国

の
言
い
な
り
で
は
な
く
、

広
く
市
民
の
声
を
聞
く
と

共
に
、
地
域
協
議
会
や
区

長
会
等
と
協
議
し
た
後
に

結
論
を
導
き
出
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

除
染
等
の
進
捗
状
況

を
確
か
め
た
上
で
、
住
民

問　

大
震
災
と
原
発
事
故

に
よ
り
、
基
幹
産
業
で

あ
っ
た
農
業
が
３
年
間
行

わ
れ
て
い
な
い
。
本
市
が

復
興
に
取
り
組
ん
で
い
く

際
の
基
幹
産
業
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

答　

本
市
の
農
業
は
、
経

済
活
動
の
基
盤
と
な
る
重

要
な
産
業
で
あ
る
。
ま

た
、
多
く
の
市
民
の
生
業

と
な
っ
て
い
る
産
業
と
改

め
て
考
え
て
い
る
。
農
業

者
へ
の
支
援
継
続
と
新
た

な
生
産
技
術
の
導
入
な
ど

を
図
り
、
農
業
を
本
市
の

基
幹
産
業
と
し
て
復
興
に

向
け
て
取
り
組
む
考
え
で

あ
る
。

問　

農
地
除
染
は
26
年
３

月
末
完
了
で
あ
っ
た
が
、

今
年
度
に
な
り
よ
う
や
く

始
ま
っ
た
状
況
で
あ
る
。

年
度
内
に
終
わ
る
と
い
う

期
待
を
し
て
い
い
の
か
。

完
了
時
期
を
伺
う
。

問　

現
時
点
で
の
作
業
員

確
保
の
見
込
み
と
今
後
の

対
応
は
。

答　

作
業
員
は
、
地
元
最

優
先
に
募
集
す
る
。
年
度

内
竣
工
に
不
足
す
る
場
合

は
、
業
者
を
通
じ
て
市
外

の
農
業
生
産
法
人
等
に
声

か
け
を
し
、
そ
の
機
械
力

を
加
え
て
来
年
３
月
ま
で

に
農
地
除
染
を
仕
上
げ

る
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

除
染
効
果
と
東
電
の
瓦

れ
き
処
理
は

❷ 

東
京
電
力
の
情
報
開
示

の
あ
り
方
は

❸ 

教
師
の
生
徒
指
導
の
あ

り
方
は

そ
の
他
の
質
問

❶ 

財
政
計
画
策
定
し
、
総

合
計
画
具
現
化
を

真
に
市
民
に
寄
り
添
っ
た

対
応
を　

基
幹
産
業
の
在
り
方
は

基
幹
産
業
の
在
り
方
は

今
村 　

裕 

議
員

山
田 

雅
彦 

議
員

質問を終えて
　震災から３年半。真に
市民に寄り添った活動が
出来たのか。自問自答、
反省しております。

質問を終えて
　営農意識の高揚に向けた
財政支援の拡充の必要性が
増している。早期に実現す
べき。

！！！！国に対する要請

本格再開を待つ基幹産業（原町区中太田）

一
般
質
問

農
地
除
染
の
完
了
時
期
は
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問　

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
福
島
県

は
平
成
27
年
度
か
ら
省
力

化
の
技
術
で
営
農
の
再
開

を
支
援
す
る
と
あ
る
が
、

本
市
に
27
年
度
開
設
予
定

の
「
浜
地
域
農
業
再
生
研

究
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携

し
、
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
。

答　

浜
地
域
農
業
再
生

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
超
省
略
化
技
術
に
つ
い

て
研
究
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
市
内
で
は
今
年
度
農

林
水
産
省
に
よ
る
省
力
的

な
育
苗
管
理
技
術
の
実
証

圃
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
国
が
進
め
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト

構
想
に
も
ス
マ
ー
ト
農
業

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

情
報
通
信
技
術
に
よ
る
省

力
化
さ
れ
た
農
業
の
導
入

を
目
指
す
。

問　

将
来
へ
の
農
業
経
営

基
盤
の
強
化
策
に
つ
い

て
、
南
相
馬
市
地
域
農
業

再
生
協
議
会
は
農
業
所
得

の
確
保
に
努
め
る
と
し
て

い
る
が
具
体
策
を
伺
う
。

答　

経
営
所
得
安
定
対
策

に
つ
い
て
は
、
飼
料
用
米

の
収
量
に
応
じ
た
数
量
払

い
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
く
産
地
交
付
金
の

活
用
に
よ
り
、
菜
種
や
備

蓄
米
の
生
産
拡
大
を
図
っ

て
い
る
。

問　

農
業
基
盤
評
価
の
中

で
農
地
中
間
管
理
機
構
と

い
う
も
の
が
強
化
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
農

業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
伺
う
。

答　

今
の
と
こ
ろ
、
本
市

に
お
い
て
は
そ
の
水
準
に

は
達
し
て
い
な
い
。
ま
ず

は
復
旧
・
復
興
を
急
ぎ
、

制
度
の
活
用
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

新
規
就
農
者
へ
の
支
援

策
は

❷ 

27
年
度
米
の
作
付
と
支

援
策
は

❸ 

森
林
除
染
と
林
業
の
振

興
策
は

質問を終えて
　生活再建は農業再建か
ら、希望のもてる農業へ
の施策が重要である。

子育て支援センター（原町区）

答　

介
護
報
酬
の
処
遇
改

善
加
算
を
国
に
求
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

公
立
保
育
園
を
再
開

す
る
上
で
、
保
育
士
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
嘱
託
職
員
と
し
て
働

く
保
育
士
の
処
遇
改
善
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

保
育
士
の
70
％
が
嘱

託
職
員
で
あ
る
。
処
遇
改

善
も
一
つ
の
条
件
と
思
う

が
、
離
職
者
の
再
就
職
支

援
な
ど
の
検
討
も
必
要
と

考
え
て
い
る
。

問　

国
の
震
災
復
興
交
付

税
を
活
用
し
て
、
一
部
損

壊
家
屋
の
補
修
に
１
／
２

の
補
助
を
出
し
て
い
る
市

が
あ
る
。
本
市
で
も
、
こ

の
制
度
を
創
設
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答　

住
宅
再
建
へ
の
支
援

は
、
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

問　

原
発
事
故
で
若
い
世

代
の
帰
還
が
進
ま
な
い
中

で
、
高
齢
者
対
策
は
最
優

先
課
題
で
あ
る
。
特
に
介

護
の
人
材
確
保
に
は
、
仕

事
に
ふ
さ
わ
し
い
報
酬
と

労
働
環
境
が
必
要
で
あ

る
。
市
の
支
援
策
と
し
て
、

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

国
の
介
護
報
酬
の
引

き
上
げ
に
よ
り
、
職
員
の

賃
金
改
善
を
し
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
更
に
国
に

処
遇
改
善
加
算
を
求
め
、

介
護
職
員
初
任
者
講
座
の

実
施
な
ど
人
材
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　

介
護
職
の
賃
金
は
、

全
産
業
平
均
よ
り
15
万
円

前
後
低
い
状
態
で
、
国
の

賃
金
改
善
で
は
焼
け
石
に

水
で
あ
る
。
職
員
不
足
は

原
発
事
故
が
原
因
で
あ

る
。
財
源
を
国
と
東
電
に

求
め
、
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

質問を終えて
　国に要望するだけでは
市民の暮らしは守れな
い。独自の支援策を進め
てこそ守れます。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

学
童
保
育
指
導
員
の
処

遇
改
善
を

❷ 

施
設
再
開
促
進
の
た
め

介
護
職
の
住
宅
確
保
を

❸ 

宅
老
所
の
新
設
・
運
営

へ
の
補
助
を

農地除染の濁水処理施設（鹿島区）

介
護
施
設
の

介
護
施
設
の

再
開
促
進
の
た
め
に

再
開
促
進
の
た
め
に

市
民
生
活

市
民
生
活再

建
に
つ
い
て

再
建
に
つ
い
て

荒
木 

千
恵
子 

議
員

水
井 

清
光 

議
員

保
育
士
の
処
遇
改
善

住
宅
改
修
へ
の
支
援

一
般
質
問


